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PG16 と呼ぶ 2 種類のモノクローナル抗体を分離した。
このモノクローナル抗体は幅広いグル プーに属する162







は、エイズウイルス表層糖タンパクgp120 の 3 量体に
形成されるV2 とV3 ル プーの保存領域であることが示
された。gp120 は通常 3 量体で存在し、感染の際に
重要な役割を担うスパイク様構造体を形成する。従来
のモノクローナル抗体はgp120 の単量体を認識するが、













1）　Laura M. Walker et al. Science DOI：10. 1126/science. 1178746, 3 Sept., 2009 
http://www.sciencexpress.org/10.1126/science.1178746
2）　Scripps Research Institute News & Views；Vol 9.Issue 26, 14 Sept., 2009
http://www.scripps.edu/newsandviews/e_20090914/burton.html
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年 5 月よりレンタルを開始した 2）。「百合菜」は、自重





























護支援ロボット「RIBA」（Robot for Interactive Body 
Assistance）を開発し、体重 61 kg の人を、ベッドや車
いすから抱き上げ、移動し、抱き下ろすという移乗作業






　「RIBA」は、曲げとひねりの 2 種類 1 組の動作を 2
つのモータの差動で実現する高剛性干渉駆動方式や






















3）　科学技術動向 No.92、2008 年 11 月号 p.5















浮揚に成功し、Advances in Space Research 2009 年
10月号に発表した1）。また、水を浮揚させる実験も行い、


















　Y. Liuらは、直径 6.6 cm の室温空芯をもつ超伝導
























1）　Y. Liu, et al., “Magnetic levitation of large water droplets and mice”, Advances in Space Research（2009）Vol.44, 
（印刷中）
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　2009 年 7月、東北大学の安藤康夫教授のグル プー
は、室温で磁気抵抗の変化率（TMR）が 1056%と世
界最高の磁気トンネル接合（MTJ）素子を開発したと発


























1）　L. Jiang, et al.“Large Tunnel Magnetoresistance of 1056% at Room Temperature in MgO Based Double Barrier 
Magnetic Tunnel Junction”Appl. Phys. Express, Vol. 2,（2009）083002 および東北大学ホームページ
　　http://www.tohoku.ac.jp/japanese/2009/07/press20090717-01.html
2）　科学技術動向 No.80、2007 年 11 月号 p.3
3）　S. Yuasa, et al.“High Tunnel Magnetoresistance at Room Temperature in Fully Epitaxial Fe/Mgo/Fe Tunnel 
Junction due to Coherent Spin-Polarized Tunneling”Jpn. J. Appl. Phys., Vol. 43,（2004）L588-L590
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　2009 年 9 月 21 日に、米国大統領府・国家経済審
議会（National Economic Council）・科学技術政策局







































2）　「科学技術をめぐる主要国等の政策動向分析」文部科学省科学技術政策研究所 NISTEP REPORT No.117（2009年 3月）
3）　平野章生、「AAAS 科学技術政策年次フォーラム（2009）報告」、科学技術動向 2009 年 7 月号
















　大統領就任演説（1 月 20 日）では、基礎研究、医療
分野と環境分野の重視の表明、その後 2 月17 日には、
景気回復を目的とする 2009 会計年度補正予算に相当




る。併せて、施政方針演説（2 月 24 日）、2010 会計年
度予算教書（2 月 26 日）での基礎研究、医療、環境・
エネルギー分野重視の表明、4 月27 日のオバマ大統領
























Blackburn 氏と Szostak 氏は、酵母ベクター系を用いてテロメアの機能を明らかにした。
その成果は、1982 年の Cell 誌に「線状プラスミドベクターへの酵母テロメアのクローニ
ング（Cloning yeast telomeres on linear plasmid vectors）」の論文として報告した（Cell　
1982, 29：245-255）。
一方、Greider 氏は Blackburn 氏と共に、単細胞真核生物であるテトラヒメナからテ
ロメラーゼを分離・同定し、1985 年の Cell 誌に「テトラヒメナ抽出物における、特異的
テロメア末端転移酵素活性（Identification of a specific telomere terminal transferase ac-
tivity in Tetrahymena extracts）」として報告した（Cell 1985, 43：405-413）。さらに、テ
トラヒメナのテロメラーゼがテロメア DNA を合成するメカニズムを解明し、1989 年の
Nature 誌に発表した（「テトラヒメナのテロメラーゼ RNA に存在するテロメア配列は、
テロメアの繰り返し配列合成に必要である（A telomeric sequence in the RNA of Tetra-







　2009 年のノーベル賞自然科学 3 部門（生理学・医学賞、物理学賞、化学賞）の受賞者が決まった。
10 月 5 日にスウェーデン カロリンスカ研究所より生理学・医学賞が、同国王立科学アカデミー
から 6 日に物理学賞、7 日に化学賞が発表された。以下に受賞者と受賞理由について紹介する。
自然科学 3 部門受賞者と受賞理由の概要
2009 年ノーベル賞 自然科学 3 部門の受賞者決まる




















1970 年に、当時の（米）Corning Glass 社の技術者により、CVD 法で作製された溶融石
英の光ファイバーにより、Charles K. Kao の予測は実現した。これを機に光ファイバー
の改良と実用化は急速に進展し、光強度が 1％となる距離は 100km にまで延びた。光ファ
イバーは、既に地球上に張り巡らされ、総延長は地球全周の 2 万 5 千倍以上に達する。
一方、CCD は、当初は、磁気バブルメモリのようなメモリを半導体で実現しようとい
う意図のもとで考案された。当時のベル研究所で、1969年10月17日の1時間ほどのブレー
ンストーミングの後に、W.S. Boyle と G.E. Smith はそのアイデアと素子構造を考え出し
た。書き込みには光を使い、光電効果によって発生した電荷を情報担体として MOS 構
造のゲートの下に蓄積し、蓄積された電荷をバケツリレーのように運んで読み出す。翌










1）　 K.C. Kao and G.A. Hockham, “Dielectric-Fibre Surface Waveguides for optical frequencies” Proc. 
IEEE, 113, 1151 （1966）
2）　W.S. Boyle and G.E. Smith, Bell Systems Technical Report 49, 587 （1970）
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（3）化学賞























1）　 Yonath et al. Crystallization of the large ribosomal subunits from Bacillus stearothermophilus 
（Bacillus stearothermophilus の リ ボ ソ ー ム 大 サ ブ ユ ニ ッ ト の 結 晶 化 ）, Biochem Int 1980, 1：
428-435.
2）　 Ban et al. The complete atomic structure of the large ribosomal subunit at 2.4 A resolution （2.4
オングストロームの分解能での、リボゾーム大サブユニットの完全な原子構造）, Science 2000, 
289：905-920.
3）　 Schluenzen et al. Structure of functionally activated small ribosomal subunit at 3.3 angstroms res-
olution （3.3 オングストロームの分解能での、機能的に活性化したリボソーム小ユニットの構造）, 
Cell 2000, 102：615-23.
4）　 Wimberly et al. Structure of the 30S ribosomal subunit （リボソーム 30S サブユニットの構造）, 
Nature 2000, 407：327-39.
参考文献：ノーべル賞ホームページ、http://nobelprize.org/








































































































































































鎖（heavy chain）と 2 本の軽鎖（light 
chain）が結合した形をしており、
通常「Y 字型」で表される。
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が 5 つ入っている。4 位のリツキ
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図表 4　2008 年世界の医薬売上高ランキング
ユート・ブレーン株式会社 ニュースリリース 大型医薬品売上高ランキング 2008
http://www.utobrain.co.jp/news-release/2009/0730/index.shtml
を基に科学技術動向研究センターにて改変
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剤による治療では 50 ～ 60 万円程
度のところ、トラスツズマブ（ハー































































































































































































































































































































































































































　英国 Cambridge Antibody Tech-























































































べ ADCC 活性が 100 倍以上強くな
る。そこで、抗体生産細胞として
一般的な CHO 細胞のフコースを
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図表 1　共有結合性のネットワーク物質の例
参考文献1、2、3、27、29）を基に科学技術動向センターにて作成

























































































































することが見出されている 3 ～ 6）。
そもそも 1994 年から米国の Slack
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32
た。しかし、熱電モジュールを作

























である 1、16 ～ 18）。
　また、別途、新規に見つかった
ホウ素クラスター化合物のうち、




















































ク ラ ス レ ー ト 化 合 物 の 構 造 を
A8W46 を例に図表 8 に示す。化学
式中 A はアルカリ金属やアルカリ
土類金属、W は骨格を形成する
Si、Ge、Ga や Sn などの原子である。
図表 8 のように面を共有してカゴ
を形成する W20 の 12 面体、W24 の
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